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⑶  研究の構想

【視点１】 複式学級のよさを生かした＜考えの共有＞ 

【視点２】 複式学級のよさを生かした＜学びの自覚化＞ 

自分の考えを広げたり深めたりする子供

＜考えの構築＞

自分の考えを明確にする  

＜考えの共有＞
話合いを通して自分の考え

を広げたり深めたりして，自
分の考えに生かす

 

＜学びの自覚化＞
変容した自分の考えを振り

返り，考えの変容を実感する  
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自分の考えを互いに分かりやすく伝え合う子供の育成

本研究で  
目指す子供の姿  

研究主題  

　＜考えの共有＞においては，複式学級のよさを最大限生かしながら，話合い

を自分の考えに生かすことが，考えを広げたり深めたりすることにつながるの

ではないかと考え，【視点１】を設定した。  

　＜学びの自覚化＞においては，複式学級のよさを最大限生かしながら，最初

の自分の考えが最終的にどのように変容していったのか，自分の考えの変容を

振り返る中で，考えの変容や，自分や他者の考えのよさを実感させることが，

自分の考えを広げたり深めたりすることにつながるのではないかと考え，【視点

２】を設定した。
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